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『あいのて』酪農家ならではの食文化を地域に広めたい
浜中町の大谷さつきさんは、自家産の生乳を使ったチーズを食卓に並べるという酪農家な

らではの食文化を広めるため活動しています。酪農家がチーズ作りを続けられるように、仲

間とグループを立ち上げ、加工技術の伝承や、試作したチーズの試食会を開催しています。

この度、自分の牧場の生乳を使ったチーズやパンを一般の方にも食べてもらいたいという

思いから、自宅を改装し、カフェ「あいのて」を開業しました。「あいのて」では、焼きた

てパンの販売や、予約制ですが、自家製チーズを使用したランチを提供しています。
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牛舎環境測定を行って改善提案重点活動の紹介（中西部支所）

釧路中西部支所は、令和3年から5カ年計

画で白糠町茶路地域を中心に支援をしていま

す。ここで得られた成果内容は、他の地域へ

の波及も視野に入れています。

暑熱によるストレスや換気不足が乳量の低

下や疾病に繋がることから、今年度は、牛舎

環境測定を行いました（写真1）。測定項目

は温度・湿度・二酸化炭素濃度・風速です。

温湿度からわかる暑熱ストレス指標や空気の

よどみ・牛の体感温度等を数値化して、その

写真１ 環境測定器と風速計で

牛舎環境を測定

状況を牛舎図面に表しました（図１）

これにより、A農場では空気のよどみがみ

られたため牛舎後方のシャッター開放を提案

しました。その結果、通気が良くなり、二酸

化炭素濃度が低下したことで、乳量低下を防

ぐことができました。

今年度は、この提案を含め生乳を安定的に

生産するための飼養管理技術の導入や、草地

植生の改善について支援しています。

図１ Ａ農場シャッター解放前後の

二酸化炭素濃度と風向き

標茶町農学ゼミナールで学習会を開催地域の話題（本所）

新規就農者の学習組織である「標茶町農学

ゼミナール」は、酪農の知識習得を目的に、

学習会や視察を行っています。

令和4年5月の集合学習では、牧草品種の

違いやサイレージ調製作業について勉強し、

その後牧草地で現地演習を行いました。実際

に牧草・雑草の特徴を確認した参加者から

「牧草をじっくり見ることができて勉強に

なった」「自分の草地の植生も調べてみたい」

といった感想が聞かれました。

牧草地で草種の見分け方を確認

10月に開催された集合学習では、ほ育・

育成管理の基本について学びました。参加者

が各牧場の初乳を持ち寄り、糖度計による品

質評価を行いました。

同月に、３年ぶりとなる十勝管内の視察研

修が実施され、大樹町・足寄町の農家から、

飼養管理や経営管理の考え方を学びました。

普及センターでは、今後も学習会や視察等

を通して、農業後継者や新規参入者の知識習

得の支援を行っていきます。

糖度計を用いて初乳品質を比較
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指導農業士・農業士会の活動紹介推進事項の紹介

10月31日、 北海道指導農業士･農業士釧

路地区連絡会議主催の「ニュー・マイスター

と語る会」が標茶町で4年ぶりに開催されま

した。

地域の若手農業者の育成を目的とした研修

会で、当日は釧路管内の若手農業者および就

農を目指している農業研修生など36名の参

加がありました。

指導農業士の藤川秀樹牧場で視察研修を行

い、その後チャンベツ公民館に移動し、参加

視察研修

した指導農業士・農業士をオブザーバーに意

見交換会を行いました。

参加者からは「牧場の工夫を知ることがで

きて良かった」「何でも相談してと言ってく

ださり心強い、ありがたいと思いました」等

の感想が聞かれ、とても有意義な研修会とな

りました。

今後も、普及センターは北海道指導農業士

・農業士釧路地区連絡会議の活動を支援して

いきます。

意見交換会

ホームページのアクセス増加に向けた取組推進事項の紹介

普及の活動や営農に役立つ情報をホーム

ページ（以下ＨＰ）で公開しています。R４

年には、以下のようなＨＰづくりに取組んだ

ことで、月平均約３万回のアクセス（全ペー

ジ合算）がありました。

○技術情報のカテゴリ細分化

毎月掲載される技術情報をカテゴリごとに

分類する（乳牛飼養管理、農業経営管理など）

ことで、記事下方にあるタグから関連した情

報を探しやすくしました（図１）

図１ 記事ページ下のカテゴリから関連記事へ

○地域のおいしい商品紹介記事・マップ追加

加工品、野菜直売所、ファームレストラン

などの記事を追加、マップ（図２）を更新す

ることで、目的の記事以外のページも訪問さ

れました。

○職員のＨＰ作成技術習得

職員のだれでもＨＰ記事を作成できるた

め、多くの記事を掲載できています。

普及センターは今後も見やすいＨＰづくり

を心がけていきます。

図２ 加工販売マップ
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参考となる事例紹介 育成牛舎改造で快適な環境に（厚岸町）

育成牛の発育改善のために、飼養環境を少しでも良くしたいと考えることがあると思います。

そこで、今回は厚岸町で既存の施設の改造を自己施工した事例を紹介します。

参考となる事例紹介

改造前の飼養環境

改造前の牛舎は、柵で飼養スペー

スが区切られていたため、隣の牛と

の舐め合いが起きていました。また、

風通しの良くない造りとなっていま

した。

改造内容① 改造内容②

・柵の位置を互い違いに並べる

ことで、新たに柵を増やすこ

となく、１頭当たりの飼養ス

ペースを広げました。

・風通しが良くなるように一部

の壁を取り払いカーテンを取

り付けました。

改造内容③

・隣の牛との舐め合いができな

いように、柵に板を取り付け

ました。板は平らで洗えるた

め、糞などペンについた汚れ

を掃除しやすくなりました。

・冬は寒さ対策として上に板を

置くことで保温性を高める予

定です。

リノベーションしてから産まれ

た牛に「リノベガール」と名付

けました。

今後の活躍に期待しています。


